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arXiv:1909.09850

• 近赤外の高分散分光器（R=28000） WINERED を用いた、Taurus の13個の中質量星の
観測（＋５天体の過去観測）

• Magnetospheric accretion や wind を調べるために He I と Pβ のラインを観測
• NIR (r<0.3au の inner disk から来る) と MIR (r>5au の outer disk から来る) の連続放射

の存在に基づき、進化段階に対応する Phase I, II, III の３つのタイプについて観測
• Phase I: inner disk と outer disk がどちらも存在

• Pβ の emission feature の変動, He I は、broad subcontinuum absorption
• Phase II: inner disk なし、outer disk あり

• Pβ の emission feature の変動, He I は、narrow subcontinuum absorption
• Phase III: inner disk も outer disk もない

• Pβ の変動は観測されず, He I は、centered subcontinuum absorption
• 支配的な mass flow の過程に対する示唆

• Phase I ： 恒星風 / magnetospheric accretion
• Phase II：magnetospheric accretion と disk wind

• Phase II では inner disk が無く、星の光が円盤に届きやすいため、イオン化
率が上昇し、disk wind が吹く？

• Phase III：activity なし



Pβ

Red側の吸収： magnetospheric accretion を示唆
幅の広い （~300 km/s） blue 側の吸収： stellar wind を示唆
幅の狭い（~<150 km/s） blue 側の吸収：disk wind を示唆
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• 分化した rocky bodies における、Si と Mg の heavy isotope 
enrichment は、溶けた微惑星からの蒸発によると考えられ
ている。

• CAI 形成後、100万年以内の body は、26Al の崩壊熱で暖め
られ、表面が magma ocean の状態になる

• その結果、表面に rock vapor が定常的に存在する状態にな
る

• Rock vapor と溶けた Si の、気液平衡状態が実現
• 大きさ 700km の body についての数値計算から、遠方

で 10-8 bar 、表面で 10-4 bar の状態が実現することを示
した

• 惑星形成の段階で、isotope fractionation は普通に起こるこ
とが示唆される

• 地球の場合、magma ocean の段階で、12% の Si と 15% の
Mg が原始惑星系円盤に失われたと考えられる

arXiv:1909.05978
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• EX Lup の 10um Si feature の時間変動
• 2008年1月～9月にかけて、大きな outburst があり、結晶質シリケイトの生成が見られ

た。その後、quiescent phase になると、結晶質シリケイトの量が減った
• 2016年に追観測した結果、ほぼ全ての結晶質シリケイトが無くなっていた
• 中心星の周辺から膨張するダスト雲に乗って、結晶質シリケイトが運ばれるモデル

• 2013年の時点で、ダスト雲は 3au くらいの場所にあることが示唆される
• 結晶質Si が円盤の内側（地球型惑星の形成領域）から外側（彗星の形成領域）に運ば

れたかもしれない

ライトカーブ



モデル（赤線） vs 観測
右がモデルの密度分布

結晶質シリケイトの位置

JWST向けの予測
16, 19, 24um あたりの forsterite 狙い
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arXiv:1910.10463

• Gaia （位置＋photometry）, GALEX（uv photometry）, 2MASS（NIR photometry） のデータ
を用い、近傍の若い late-type star を探す

• GALEX sample から、146の候補天体を見つけてきた
• 距離 125pc 以内
• Isochrone age が 80Myr 以内

• そのうち、既知の young moving group のメンバーと考えられるのは 10% 程度しかな
かった

• ほとんどは、既知の moving group とは異なる運動を示す
• おそらく、これまで知られていなかった、若い星のpopulation

• すでに、field star に混ざっている
• ただし、多くの星は X線で暗い UVで明るく、X線で暗い星？



色等級図
青実線： 80Myr isochrone

色 vs Li EW, 名前付きが <125Myr
Moving group との対応
塗りつぶしが、既知のmoving group の速度範囲



50pc以内の candidates の分布
四角：既知の moving group のメ
ンバーでないもの
色は Li から推定した年齢

年齢 125 Myr 以内の candidates 
の分布
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Gaia データを用いて、分子雲までの距離（減光量）を測定する方法を提案
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VLT に載っている MUSE という IFS装置を用いた Westerland 2 の観測
データ解析用のパッケージの紹介
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近傍の cluster である chi^1 For のメンバーシップを調べた
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Serpense Main の continuum condensation の ALMA観測
16個のソースを見つけた
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PZ Tel B (38-72MJ の知られている companion) から、Halpha を検出
おそらく、chromospheric activity
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MHD と non-equilibrium chemistry を組み合わせた大質量星形成領域の計算
CO depletion の様子を調べる
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